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第 46号

平
成
28
年
10
月
17
日
（
月
）

午
後
6
時
よ
り
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ

ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
、
横
浜
商
科
大

学
開
学
50
周
年
と
横
浜
商
科
大
学

開
学
50
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

高
等
学
校
創
立
75
周
年
の
記
念
祝

賀
会
が
共
同
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
両
校
の
関
係
者
お
よ

そ
650
名
の
出
席
の
中
、
厳
か
に
式

典
が
挙
行
さ
れ
、
お
世
話
に
な
っ

た
関
係
者
の
方
々
・
先
生
方
・
そ

し
て
O
B
の
方
々
の
懐
し
い
お
話

や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
100
周
年
に
向
け

て
心
を
新
た
に
誓
い
合
う
盛
大
な

祝
賀
会
で
し
た
。



2018年（平成30年）3月末完成予定「50周年記念館（新3号館）」の完成予想図
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同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
発
行
の
第
45
号
会

報
誌
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
様

に
、
第
41
回
定
期
総
会
は
、
30
年

ぶ
り
と
な
る
大
学
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
大
学
祭
（
飯

山
祭
）
の
開
催
と
隔
年
で
開
催
さ

れ
て
い
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」
の
開
催
と
重
な
り
総
会
・

懇
親
会
に
は
多
く
の
会
員
が
出
席

さ
れ
、
我
々
卒
業
生
に
と
っ
て

は
大
変
嬉
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
地
方
か
ら
出
席
さ
れ
た
会
員

は
、
卒
業
以
来
20
〜
30
年
ぶ
り
に

大
学
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
異

口
同
音
に
大
き
く
様
変
わ
り
し
た

大
学
や
周
辺
に
驚
か
れ
て
い
ま
し

た
。3

月
に
は
219
名
の
新
会
員
を
迎

え
、
会
員
数
も
2
1
、0
0
0
名

弱
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
大
学
に
目
を
向
け
て
み

ま
す
と
、「
50
周
年
記
念
式
典
」

の
際
に
お
話
の
あ
っ
た
新
学
部

「
地
域
医
療
学
部
」
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
断

念
し
た
と
の
報
告
が
大
学
よ
り
あ

り
ま
し
た
。

4
月
に
は
368
名
の
新
入
生
と
12

名
の
編
入
生
が
商
大
の
門
を
く
ぐ

り
ま
し
た
。
こ
の
入
学
者
数
は
本

学
の
定
員
数
を
大
き
く
超
え
て
い

ま
す
。
他
大
学
が
定
員
割
れ
を
起

こ
し
て
い
る
状
況
下
で
は
誇
ら
し

い
知
ら
せ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
る
み
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
学
生
達

の
明
る
い
笑
顔
で
賑
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
々
卒
業
生
の
多
く
が

学
ん
だ
3
号
館
に
つ
い
て
は
、
残

念
な
が
ら
耐
震
の
問
題
が
あ
り
取

り
壊
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
解
体
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。解
体
後
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、

現
在
色
々
な
活
用
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
3
号
館
に
つ
い
て
は

「
開
学
50
周
年
記
念
館
」
と
し
て

旧
3
号
館
の
隣
地
（
人
工
芝
が
敷

設
さ
れ
た
フ
ッ
ト
サ
ル
場
）
に
来

年
3
月
の
竣
工
を
目
指
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
物
は

3
階
建
で
3
階
に
は
、
カ
フ
ェ
・

レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
入
り
、
屋
上
は

人
工
芝
を
敷
き
詰
め
た
フ
ッ
ト
サ

ル
場
に
な
る
予
定
で
す
。
見
晴
ら

し
の
良
い
学
生
諸
君
ら
に
と
り
ま

し
て
は
素
晴
ら
し
い
施
設
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

11
月
18
日
（
土
）
に
は
、
第
42

回
定
期
総
会
を
新
横
浜
国
際
ホ
テ

ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年

度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
次

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
等
の

審
議
を
行
い
ま
す
の
で
多
く
の
会

員
諸
氏
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、

ご
意
見
、
ご
提
案
等
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
当
会
で
は
「
同
窓
会

の
見
え
る
化
」「
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
充
強
化
」
を
目
標
に
「
育

友
会
」
と
連
携
し
な
が
ら
大
学
の

発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
総
会
後
の
懇
親
会
に
は

教
職
員
、
退
職
さ
れ
た
教
職
員
の

方
々
に
も
ご
案
内
を
差
し
上
げ
て

お
り
ま
す
の
で
、
学
生
時
代
に

戻
っ
て
話
の
花
を
咲
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
去
年
、

今
年
と
異
常
気
象
が
続
い
て
お

り
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が

会
報
発
行
に
際
し
て

同
窓
会
会
長　
山
　
崎
　
好
　
美
　

発
生
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

地
域
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
会
員

の
皆
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
会
報
紙
は
全
会
員
を
対
象

に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
届
か

な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
遠
慮

な
く
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。



各支部長がそれぞれの悩み事を真剣に議論している様子

羽田学部長 山崎同窓会会長 小林学長
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平
成
28
年
11
月
26
日
（
土
）

第
41
回
同
窓
会
総
会
・
第
4
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
つ
る
み

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。午

前
中
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
は
、
経
営
情
報
学
科
・
吉

田
隆
弘
先
生
・
高
橋
篤
史
先
生
と

地
域
産
業
研
究
所
所
長
・
小
林

二
三
夫
先
生
の
2
つ
の
講
演
会
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
懇
親
会
は
、

同
窓
会
と
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

共
催
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
多
数

の
卒
業
生
が
参
加
し
甦
る
青
春
時

代
の
話
や
未
来
の
母
校
に
多
い
な

る
期
待
を
寄
せ
る
等
々
大
い
に
盛

り
上
り
ま
し
た
。
又
、
恒
例
の
宮

城
・
福
島
・
新
潟
・
群
馬
・
関
西
・

広
島
の
各
支
部
よ
り
、
持
ち
寄
ら

れ
た
物
産
品
・
名
産
品
の
数
々
に

頬
を
膨
ら
ま
せ
て
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

第
41
回
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

第
4
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
開
催
！
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平成28年度収支予算書
自　平成28年10月 1 日
至　平成29年 9 月30日

収入の部 単位：円
科　　目 予算額

Ⅰ　会費収入 8,000 ,000
Ⅱ　事業収入 0
Ⅲ　資産運用収入 15,000
Ⅳ　雑収入 0
Ⅴ　積立金（剰余金）取崩収入 0
当期収入合計（A） 8,015 ,000
前期繰越収支差額 57,709 ,551
収入合計（B） 65,724 ,551

支出の部 単位：円
科　　目 予算額

Ⅰ　事業費 2,420 ,000
Ⅱ　準会員支援金 4,120 ,000
Ⅲ　組織強化費 3,150 ,000
Ⅳ　管理費 3,600 ,000
当期支出合計（C） 13,290 ,000
当期収支差額（A）−（C） -5,275 ,000
次期繰越収支差額（B）−（C） 52,434 ,551

平成27年度収支計算書
自　平成27年10月 1 日
至　平成28年 9 月30日

収入の部 単位：円
科　　目 決算額

Ⅰ　会費収入 5,360 ,000
Ⅱ　事業収入 536,000
Ⅲ　資産運用収入 12,502
Ⅳ　雑収入 18,264
Ⅴ　積立金（剰余金）取崩収入 0
当期収入合計（A） 5,926 ,766
前期繰越収支差額 65,030 ,047
収入合計（B） 70,956 ,813

支出の部 単位：円
科　目 決算額

Ⅰ　事業費 3,142 ,928
Ⅱ　準会員支援金 3,503 ,800
Ⅲ　組織強化費 3,041 ,926
Ⅳ　管理費 3,558 ,608
当期支出合計（C） 13,247 ,262
当期収支差額（A）−（C） -7,320 ,496
次期繰越収支差額（B）−（C） 57,709 ,551

平成27年度　事業報告
（自　平成27年10月 1 日　至　平成28年 9 月30日）

1 ．定期総会の開催
2 ．同窓会報・ホームページ等による情報発信
3 ． 本部・支部及び各支部間の連携強化（会員増強のための

情報提供）
4 ．支部設立の推進
5 ．会員名簿の整備及び管理
6 ．本部総会・各支部総会への会員出席率向上
7 ．在学生への援助（奨学金・課外活動）
8 ．経費の節減
　 　 　 　 　 　 　 事業実績
　平成27年

10月22日　大学祭（飯山祭）へ支援
10月27日　第10回全日本学生剣道オープン大会出場支援
11月12日　大学との定期懇談会開催（秋季）
11月21日　平成26年度定期総会（第40回）開催
12月 1 日　 第53回全国空手道選手権大会（日本空手道連合会）

出場支援
　平成28年

1 月29日　卒業事業委員会へ支援
3 月19日　 平成27年度学位記授与式・記念品贈呈・卒業記念

パーティー支援
4 月 2 日　 平成28年度入学式・記念品贈呈　特待生・同窓会

奨学生激励会出席
5 月23日　留学生課外活動支援
5 月30日　奨学金贈呈（同窓会奨学生）
5 月30日　大学との定期懇談会開催（春季）
7 月16日　大学・育友会との意見交換会開催
9 月17日　平成28年度秋季学位記授与式・記念品贈呈
9 月20日　 同窓会会報第45号発行（開学50周年記念事業募金

案内同封）

平成28年度　事業計画
（自　平成28年10月 1 日　至　平成29年 9 月30日）

1 ．定期総会の開催
2 ．同窓会報、ホームページ等による情報発信
3 ．本部・支部及び各支部間の連携強化（会員増強のための情報提供）
4 ．支部設立の推進
5 ．会員名簿の整理及び管理
6 ．本部総会・各支部総会への会員出席率向上
7 ．在学生への援助（奨学金・課外活動）
8 ．経費の節減

【支部及び支部長一覧】
都道府県支部 広島支部 支部長 風呂　実雄 （第10期）
 関西支部  林　　永年 （第10期）
 福島支部  斎藤　晋一 （第16期）
 静岡支部  山﨑　　成 （第 4 期）
 新潟支部  藤縄　佑介 （第31期）
 群馬支部  鈴木　清照 （第 8 期）
 宮城支部  小松　　智 （第 8 期）
 四国支部  宇都宮吉彦 （第11期）
 長野支部  春日　健三 （第 3 期）
 韓国支部  Kim Eung Kyo （第29期）
運動・研究会 剣道部支部  柴崎　雅治 （第19期）
　　関連支部 ハンドボール部支部  滝上　　徹 （第 5 期）
 経営情報システム研究支部  滝口　　猛 （第10期）
 飯山会支部  植木　茂雄 （短 2 期）
 マーケティング研究会支部  永田　寛治 （第24期）
職域支部 観光産業支部  杉原　一光 （第 2 期）
 教員支部  和内　広行 （第18期）
 会計人会支部  高崎　洋一 （第28期）
 不動産支部  金沢　　亨 （第14期）

平成27年度貸借対照表
平成28年 9 月30日　現在

単位：円
資　産　の　部 負債及び正味財産の部

科　目 金　額 科　目 金　額
1．現　　金 253,031 　前 受 金 85,000
2．普通預金 13,696 ,967 　正味財産 70,209 ,551
3．定期預金 55,849 ,553
4．未収入金 495,000

合　計 70,294 ,551 合　計 70,294 ,551
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不
動
産
支
部
　
支
部
長

金
澤
　
亨
（
第
14
期
卒
）

横
浜
商
科
大
学
に
お
い
て
は
、

無
事
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
終

え
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ
、

益
々
、
発
展
さ
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

不
動
産
支
部
で
は
昨
年
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
お
い
て
不
動

産
支
部
の
紹
介
と
新
規
会
員
の
募

集
そ
し
て
百
円
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
の

販
売
な
ど
の
テ
ン
ト
を
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、

支
部
だ
よ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
用
意
し
た
200

個
す
べ
て
完
売
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
学
生
の
皆
様
、
卒
業
生

の
皆
様
に
不
動
産
支
部
の
存
在
を

知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
キ
ャ
ン
パ

ス
で
学
生
諸
君
と
交
流
し
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き

ま
し
た
。
次
回
も
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
不
動
産
支
部
は
慶
應
、

早
稲
田
、
明
治
、
中
央
、
青
山
、

日
大
、
法
政
、
立
教
、
同
志
社
、

横
商
、上
智
、東
洋
、専
修
、明
学
、

東
海
、
学
習
院
、
駒
澤
、
の
17
大

学
か
ら
な
る
U
R
E
L
大
学
不
動

産
連
盟
の
10
番
目
の
正
会
員
校
で

あ
り
、
連
盟
の
最
大
の
活
動
で
あ

る
地
域
情
報
交
換
会
は
、
む
さ
し

の
、東
関
東
、城
南
、C
M
C
（
東

京
駅
）、
渋
谷
、
城
北
、
新
都
心

（
新
宿
）、
か
な
が
わ
、
さ
ん
た
ま
、

さ
い
た
ま
、
六
本
木
、
上
野
、
立

川
、
田
園
都
市
、
と
14
カ
所
か
ら

な
る
各
地
域
情
報
交
換
会
に
お
い

て
母
校
の
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
母
校
建
学
の
精
神

「
安
ん
じ
て
事
を
託
さ
る
る
人
と

な
れ
」
を
も
っ
て
不
動
産
支
部
会

員
一
同　

母
校
横
浜
商
科
大
学
そ

し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精

進
、
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
会
支
部
　
支
部
長

永
田
　
寛
治
（
第
24
期
卒
）

私
た
ち
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究

会
は
、
宮
原
ゼ
ミ
の
O
B
会
か
ら

転
じ
て
発
足
し
た
支
部
で
、
今
秋

で
7
年
に
な
り
ま
す
。
主
な
活
動

は
、
年
1
回
開
催
さ
れ
る
定
期
総

会
で
は
、
実
社
会
で
積
み
重
ね
て

き
た
経
験
、
知
識
を
も
と
に
情
報

交
換
し
て
い
ま
す
。
準
備
が
足
り

ず
に
毎
年
開
催
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
総
会
と
懇
親
会
の
間
に
「
研

究
発
表
」
の
時
間
を
設
け
、
触
れ

る
こ
と
が
少
な
い
「
裏
側
」
の
話

が
聞
け
た
り
も
し
ま
す
。

横
浜
エ
リ
ア
で
の
開
催
が
多

く
、
ご
遠
方
の
方
に
は
総
会
参
加

が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
少
し

で
も
活
動
を
お
伝
え
し
た
い
と
、

年
1
回
の
会
報
も
発
行
し
て
い
ま

す
。総
会
に
出
て
み
た
い
、会
報
を

見
て
み
た
い
と
い
う
方
、
同
窓
会

事
務
局
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

福
島
支
部
　
支
部
長

齋
藤
　
晋
一
（
第
16
期
卒
）

福
島
支
部
で
は
一
昨
年
11
月
14

日
に
第
19
回
福
島
支
部
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
本
部
よ
り
山

崎
会
長
、
新
潟
支
部
か
ら
藤
縄
支

部
長
を
お
招
き
し
て
計
8
名
で
の

有
意
義
な
一
時
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
昨
年
8
月
27
日
（
土
）

の
新
潟
支
部
総
会
の
懇
親
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
貴
重

な
体
験
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
学
生
時
代
、
私
は
軟
式

庭
球
部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
に
私
と
ペ
ア
を
組
ん

で
い
た
新
潟
出
身
の
小
黒
君
が
亡

く
な
っ
た
と
聞
き
、
線
香
の
一
本

で
も
あ
げ
た
い
と
思
い
藤
縄
支
部

長
に
小
黒
君
の
住
所
を
調
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
は
姓
が
小
黒
で
は
な
く
三

浦
姓
に
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
解

ら
ず
藤
縄
君
に
は
奮
闘
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
私
の
思
い
を
果

た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
、
新
潟
支
部
総
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関
西
支
部
　
支
部
長

林
　
永
年
（
第
10
期
卒
）

平
成
28
年
12
月
3
日
（
土
）
午

後
6
時
、千
日
前
「
鳥
よ
し
本
店
」

で
関
西
支
部
総
会
を
開
催
い
た
し
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ま
し
た
。

参
加
者　

同
窓
会
本
部
よ
り
、

山
崎
会
長
、
支
部
会
員
5
名　

計

6
名支

部
総
会
の
開
催
宣
言
が
あ

り
、当
期
間
内
の
支
部
活
動
報
告
、

木
村
会
計
担
当
よ
り
決
算
報
告
、

次
期
予
算
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
審
議
後
承
認
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
議
案

は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
部
か
ら
の
出
席
者

の
山
崎
同
窓
会
長
、
支
部
長
会
議

に
出
席
し
た
役
員
か
ら
同
窓
会
本

部
の
活
動
、
大
学
の
現
状
、
平
成

28
年
に
「
開
学
50
周
年
」
を
迎
え

た
こ
と
、
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科
の
募
集
に
志
願
者
が
増
加
し
た

こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
総
会
は
大
学
祭
に
合
わ

せ
校
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
学
を
訪
問
す
る
の
は
卒
業
以
来

初
め
て
で
、
随
分
様
変
わ
り
し
て

お
り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
初
め
て
有
志
で
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
の
岩
貞
選
手
の
応
援

に
行
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
当

日
は
出
場
の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
次
回
以
降
は
登
板
日
を

予
測
し
た
う
え
で
出
か
け
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す

6
月
に
は
静
岡
支
部
の
総
会
に

お
招
き
を
い
た
だ
き
出
席
し
ま
し

た
。
静
岡
支
部
長
や
支
部
会
員
の

総
会
運
営
や
支
部
活
動
に
は
見
習

う
べ
き
も
の
が
あ
り
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

7
月
に
は
剣
道
部
が
大
阪
で
開

催
さ
れ
た
全
国
大
会
の
個
人
戦
に

2
名
出
場
す
る
と
い
う
の
で
応
援

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
神
奈
川
県

の
大
学
で
2
名
出
場
し
た
の
は
商

大
だ
け
で
あ
り
、
学
生
た
ち
は
大

変
な
頑
張
り
で
あ
っ
た
ろ
う
と
感

じ
ま
し
た
。ま
た
、選
手
の
サ
ポ
ー

ト
が
部
員
全
員
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
、
選
手
の
父
兄
な
ど
た

く
さ
ん
の
応
援
団
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
学
長
も
参
加
さ

れ
て
い
た
こ
と
等
、
そ
こ
に
剣
道

部
の
団
結
力
を
感
じ
ま
し
た
。

当
支
部
総
会
は
12
月
の
第
一
土

曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

夏
の
役
員
会
を
毎
年
8
月
又
は

9
月
の
平
日
の
夕
刻
に
大
阪
市
内

で
開
催
し
て
お
り
、
現
在
の
参
加

者
は
5
名
程
の
固
定
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。主
な
活
動
は
、

本
部
総
会
へ
の
参
加
者
決
定
、
支

部
総
会
の
打
合
せ
、
前
年
支
部
総

会
後
の
重
要
事
項
の
報
告
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

多
数
の
支
部
会
員
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

静
岡
支
部
　
支
部
長

山
﨑
　
成
（
第
4
期
卒
）

平
成
10
年
に
静
岡
支
部
を
設
立

し
て
か
ら
お
陰
様
を
持
ち
ま
し
て

今
年
第
20
回
支
部
総
会
を
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
、本
部
役
員
の
方
々

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
静
岡
支
部
総
会
で
は
大

学
か
ら
羽
田
学
部
長
を
お
招
き
し

て
「
静
岡
県
の
今
後
の
観
光
動
向

に
つ
い
て
」
の
記
念
講
演
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
本
部
の
西
海
幹
事

を
は
じ
め
東
京
・
横
浜
・
大
阪
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
に
も
出

席
頂
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
大
学
時
代
の
昔
話

に
花
が
咲
き
、
抽
選
会
で
は
み
な

景
品
に
一
喜
一
憂
致
し
ま
し
た
。

静
岡
支
部
30
周
年
に
向
け
て
こ

れ
か
ら
も
役
員
一
同
微
力
な
が
ら

会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

宮
城
支
部
　
支
部
長
　

小
松
　
智
（
第
8
期
卒
）

横
浜
商
科
大
学
同
窓
会　

宮
城

支
部
で
す
。

当
支
部
は
隔
年
で
開
催
し
て
い

る
為
、
昨
年
支
部
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
本
部
か
ら
は
大
嶋

前
同
窓
会
長
の
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
加
人
数
が
少
な
く
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
開
催
日
・
場
所
の
選
定

を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、

役
員
一
同
ど
う
す
れ
ば
会
員
が
一

人
で
も
多
く
参
加
し
て
頂
け
る
か

が
一
番
の
問
題
点
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

支
部
活
動
と
し
て
は
、
い
ち
ば

ん
の
重
要
課
題
は
支
部
総
会
へ
の

出
席
者
増
、
そ
の
後 

総
会
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
同
窓
生
の
皆

様
と
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す

る
の
か
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
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ま
す
。

宮
城
支
部
で
は
隔
年
開
催
で
し

ば
ら
く
様
子
を
見
な
が
ら
、
出
席

会
員
が
増
加
し
て
き
た
時
点
で
毎

年
開
催
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
変
貌
す
る
飯
山
、発
展
す
る
商
大
」

群
馬
支
部
　
支
部
長

鈴
木
　
清
照
（
第
8
期
卒
）

昨
年
の
同
窓
会
総
会
は
隔
年
開

催
さ
れ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
大
学
祭

開
催
中
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学

の
校
舎
の
幾
つ
か
は
建
て
替
え
ら

れ
、
私
共
が
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
と

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

校
舎
は
3
号
館
と
4
階
建
て
の
4

号
館
隣
（
現
在
の
正
門
前
）
に
回

り
を
見
渡
せ
る
よ
う
な
崖
っ
ぷ
ち

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
も
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、
年
月
経
過
の

長
さ
と
大
学
の
発
展
し
て
い
る
様

子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。そ

の
様
子
を
見
な
が
ら
開
催
さ

れ
た
同
窓
会
総
会
に
群
馬
支
部
で

は
支
部
総
会
に
出
席
し
て
い
る

方
々
に
声
を
か
け
5
名
で
出
席
し

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
母
校
で
の

開
催
で
し
た
の
で
、
総
会
の
前
や

懇
親
会
会
場
等
、
様
々
な
形
で
現

役
生
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
れ
ば

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
共
が
大
学
を
卒
業
す
る
時

は
、
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
安
ん
じ
て
事
を
託
さ
る
る
人
と

な
れ
」
を
胸
に
卒
業
し
、
社
会
に

飛
び
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

精
神
は
現
在
で
も
脈
々
と
卒
業
生

の
中
に
生
き
て
お
り
ま
す
。

商
大
生
よ
！
胸
を
張
っ
て
「
私

は
横
浜
商
科
大
学
の
卒
業
生
で

す
」
と
言
え
ま
す
か
？

「
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
部
の
思
い
出
」

観
光
産
業
支
部
　
幹
事
長

坂
本
　
直
生
（
第
23
期
卒
）

昨
年
の
初
秋
に
嬉
し
い
メ
ー
ル

が
届
き
ま
し
た
。「
今
年
の
学
祭

に
後
輩
た
ち
が
集
ま
る
の
で
行
き

ま
せ
ん
か
？
」
と
1
年
下
の
後
輩

か
ら
の
連
絡
で
し
た
。

学
生
時
代
こ
の
部
で
「
旅
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
4
年
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ユ
ー
ス
と
聞
い
て
懐
か

し
さ
を
感
じ
る
方
と
初
耳
と
い
う

世
代
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
と
は
簡
単
に

言
う
と
若
者
向
け
の
宿
で
す
が
、

そ
こ
を
利
用
し
て
旅
を
す
る
の
が

活
動
か
と
思
い
入
部
し
ま
し
た

が
、
想
定
外
の
活
動
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。

ユ
ー
ス
ホ
テ
ル
運
動
と
い
う
も

の
に
基
づ
き
夜
の
東
京
を
朝
ま
で

歩
く
活
動
や
、
商
大
周
辺
に
住
む

小
学
生
を
連
れ
て
2
泊
の
キ
ャ
ン

プ
体
験
に
行
く
な
ど
苦
行
や
責
任

が
伴
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
他
に

北
海
道
や
九
州
へ
の
楽
し
い
旅
行

も
経
験
し
ま
し
た
が
、
今
で
も
思

い
出
す
の
は
苦
労
が
伴
う
体
験
で

す
。学

祭
当
日
、
後
輩
達
の
活
気
あ

ふ
れ
る
雰
囲
気
を
楽
し
ん
だ
後
、

場
所
を
変
え
て
の
宴
と
な
り
ま
し

た
。発

起
人
の
後
輩
達
に
と
っ
て
卒

業
20
年
に
あ
た
り
こ
の
席
が
も
た

れ
た
そ
う
で
す
。

他
の
学
年
に
比
べ
特
に
大
勢
の

部
員
が
い
た
発
起
人
の
代
で
し
た

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
集
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
に
、
変
わ
ら
ぬ
仲
間

の
絆
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
部
も
活

動
拠
点
の
部
室
も
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
良
き
思
い
出
は

私
た
ち
の
心
の
中
で
消
え
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。

四
国
支
部
　
支
部
長

宇
都
宮
　
吉
彦
（
第
11
期
卒
）

7
月
15
日
、
四
国
支
部
総
会
が

無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

「
継
続
は
力
な
り
」
の
言
葉
を

信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

「
雲
海
」
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
は
空
中
日
本
庭
園
と
い

う
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
総
会

が
始
ま
り
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で

は
上
品
な
懐
石
料
理
に
舌
鼓
を
う

ち
な
が
ら
、
ワ
イ
ン
と
楽
し
い
会

話
で
終
始
和
や
か
な
総
会
・
懇
親

会
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
支
部
　
支
部
長
　

藤
縄
佑
介
（
第
31
期
卒
）

8
月
20
日（
日
）新
潟
市
中
央
区

に
あ
る
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
5

Ｆ
泰
平
の
間
に
て
「
第
17
回
新
潟

支
部
総
会
」を
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
学
か
ら
は
飯
島
教

授
、
同
窓
会
か
ら
は
山
崎
会
長
、

福
島
支
部
か
ら
齋
藤
支
部
長
、
群

馬
支
部
か
ら
松
山
副
支
部
長
、
そ

し
て
新
潟
支
部
会
員
9
名
の
計
13

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

支
部
総
会
で
は
現
在
の
大
学
に

お
け
る
現
状
、
学
生
の
活
躍
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
新
潟
県
内
に
お
住
い
の
支
部

会
員
の
動
向
、
近
況
に
関
す
る
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
更
に
、

今
後
の
同
窓
会
運
営
に
つ
い
て
の
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意
見
交
換
な
ど
充
実
し
た
支
部
総

会
で
し
た
。

懇
親
会
で
は
学
生
時
代
の
思
い

出
に
花
が
咲
き
、
意
気
投
合
。
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
支
部
　
支
部
長

滝
上
　
徹
（
第
5
期
卒
）

全
国
の
同
窓
生
の
皆
様
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
O
B
の
皆
様
、
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
商
大
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
に
応
援
と
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

現
在
、
加
盟
校
は
関
東
地
区
で

68
校
あ
り
、
1
部
か
ら
7
部
ま
で

リ
ー
グ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

商
大
チ
ー
ム
は
最
下
部
の
7
部
に

て
プ
レ
ー
を
し
て
お
り
ま
す
。

か
つ
て
は
２
部
リ
ー
グ
の
上
位

ク
ラ
ス
に
あ
り
、
常
に
1
部
リ
ー

グ
へ
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
が
、
い

つ
の
頃
か
ら
か
最
下
部
リ
ー
グ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
前
の

よ
う
に
高
校
強
豪
校
か
ら
の
入
学

者
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
達
は

純
粋
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
好
き
で

少
人
数
な
が
ら
上
位
リ
ー
グ
め
ざ

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
し
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
生
の

皆
様
、
出
身
高
校
の
後
輩
た
ち
に

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
商
大
に
も
あ

る
と
声
掛
け
も
お
願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
商
大
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
は
大
学
開
学
の
年
に
誕
生
し
ま

し
た
の
で
、
昨
年
創
部
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
先
生
方
や

職
員
の
皆
様
、
ま
た
、
同
窓
生
の

方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
こ
こ
ま

で
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
末

永
く
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
存
続
で

き
ま
す
よ
う
引
き
続
き
宜
し
く
ご

支
援
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
O
B
の
皆
様
、

来
年
2
月
に
50
周
年
記
念
O
B
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
島
支
部
　
支
部
長

風
呂
　
実
雄
（
第
10
期
卒
）

広
島
支
部
総
会
（
平
成
29
年
9

月
2
日
）

今
回
の
支
部
総
会
は
初
め
て
広

島
を
離
れ
て
隣
の
県
の
山
口
市
で

開
催
し
ま
し
た
。

山
口
県
在
住
の
同
窓
生
の
小
川

君
が
初
出
席
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
急
な
仕
事

の
為
、
欠
席
に
な
り
ま
し
た
。
本

部
よ
り
山
崎
会
長
、
四
国
よ
り
宇

都
宮
支
部
長
に
ご
臨
席
頂
き
、
支

部
会
員
４
名
で
第
28
回
の
広
島
支

部
総
会
を
無
事
終
了
致
し
ま
し

た
。会

食
に
な
り
話
が
弾
み
だ
し
た

こ
ろ
、
今
回
の
開
催
場
所
で
あ

る
「
ホ
テ
ル
か
め
福
」
に
勤
務
し

て
お
ら
れ
ま
す
同
窓
生
の
松
岡
君

が
勤
務
中
に
挨
拶
に
来
ら
れ
ま
し

た
。会

長
以
下
と
名
刺
交
換
を
し

て
、
わ
ず
か
な
時
間
で
し
た
が
学

生
時
代
の
こ
と
や
現
況
を
お
聴
き

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
学
生

時
代
に
新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。二

次
会
も
含
め
楽
し
い
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
し

た
。
そ
の
後
山
口
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

で
あ
る
“
バ
リ
そ
ば
”
を
食
べ
に

行
き
ま
し
た
。
若
い
頃
な
ら
何
で

も
な
い
夜
食
で
す
が
こ
の
歳
に
な

る
と
か
な
り
こ
た
え
ま
し
た
。

翌
日
は
、
瑠
璃
光
寺
の
五
重
の

塔
と
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
を
見
学

し
、
広
島
勢
は
山
口
の
地
ビ
ー
ル

の
味
見
を
し
て
帰
路
に
つ
か
れ
ま

し
た
。

と
て
も
有
意
義
な
２
日
間
で
し

た
。

長
野
支
部
　
支
部
長

春
日
　
健
三
（
第
3
期
卒
）

長
野
支
部
は
平
成
21
年
に
設
立

以
来
8
年
に
な
り
ま
す
。

長
野
県
内
に
は
約
200
名
の
卒
業

生
が
い
ま
す
。
し
か
し
県
内
は
細

長
い
県
で
北
か
ら
南
ま
で
は
か
な

り
の
距
離
が
あ
り
、
一
か
所
に
集

ま
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し

い
で
す
。

と
り
あ
え
ず
長
野
市
内
で
支
部

総
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
場
所
を
変
え
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
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返
信
頂
い
た
近
況
報
告
の
コ
メ

ン
ト
を
拝
見
し
ま
す
と
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

そ
ろ
そ
ろ
定
年
に
近
い
方
も
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
一
年
ご
と
に
一
人

で
も
多
く
の
卒
業
生
が
参
加
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

長
野
県
の
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

堅
苦
し
く
な
い
雰
囲
気
の
楽
し
い

会
で
あ
り
ま
す
し
、
近
く
に
同
窓

生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ぜ
ひ
長

野
支
部
総
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

飯
山
会
支
部
　
幹
事

藤
井
　
照
代
（
第
1
期
卒
）

第
9
回
総
会
を
横
浜
中
華
街
彩

香
新
館
に
て
平
成
29
年
6
月
18
日

（
日
）
12
時
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

（
16
名
出
席
）

山
崎
同
窓
会
会
長
よ
り
最
近
の

商
大
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
各
議
案
が
承
認
さ
れ
、
第
2

代
支
部
長
に
植
木
茂
雄
氏
が
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

短
大
卒
業
生
・
一
回
生
・
二
回

生
で
発
足
し
た
支
部
で
す
。
今
回

一
部
の
三
回
生
に
出
席
し
て
も
ら

い
意
見
交
換
し
、
三
回
生
ま
で
広

げ
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
和
を
広
げ
よ
う
と
い
う
新

支
部
長
の
第
一
声
で
皆
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

「
教
員
支
部
研
修
会
報
告
」

教
員
支
部
　
支
部
長

和
内
　
広
行
（
第
18
期
卒
）

教
員
支
部
で
は
毎
年
夏
と
冬
に

大
学
側
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
教
職

課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
に
対

し
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
12
月
17
日（
土
）・
18
日

（
日
）
に
湯
河
原
の
学
術
研
修
所

に
お
い
て
1
泊
2
日
で
教
育
実
践

演
習
を
実
施
し
、
学
生
に
よ
る
模

擬
授
業
に
つ
い
て
講
評
を
お
こ

な
っ
た
ほ
か
、
昨
今
、
特
別
支
援

教
育
に
つ
い
て
、
ま
す
ま
す
重
要

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
支
部
会
員
で
特
別
支
援
学
校

に
お
勤
め
の
先
生
に
お
願
い
を

し
、「
特
別
支
援
学
校
の
現
状
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
常
の
大
学
の
講
義
の
中
で
触

れ
る
こ
と
の
少
な
い
内
容
で
あ

り
、
学
生
た
ち
も
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
高

校
に
勤
務
す
る
先
生
方
に
と
り
ま

し
て
も
実
際
の
経
験
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
大
変
参
考
に
な
る
講
演

で
し
た
。
今
後
も
、
各
地
で
お
勤

め
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

学
生
と
共
に
研
鑽
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
先
日
9
月
9
日
（
土
）

に
は
川
崎
市
立
幸
高
等
学
校
（
旧

川
崎
市
立
商
業
高
等
学
校
）
に
お

い
て
夏
季
教
職
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は

4
年
生
で
実
施
さ
れ
る
教
育
実
習

の
事
前
学
習
と
し
て
3
年
生
に
よ

る
50
分
間
の
授
業
2
コ
マ
と
15
分

間
の
ミ
ニ
授
業
を
4
名
の
学
生
に

お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
、
助
言
・

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
学
生
を
グ

ル
ー
プ
分
け
し
、
お
互
い
に
よ
り

よ
い
授
業
を
お
こ
な
う
為
の 

改

善
点
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
も
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
中
に
は
普
通
高

校
を
卒
業
し
た
学
生
も
い
る
た

め
、
本
校
の
商
業
実
践
室
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
教
室
な
ど
も
見
学
し
て

い
た
だ
き
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
学
生
と
共
に
多
く
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
研
修
し
、
ま
た
、
教

育
実
習
が
実
り
あ
る
も
の
に
な
る

た
め
に
助
言
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
支
部
総
会
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新
会
員
紹
介

貿
易
観
光
学
科
　
宍
戸
ゼ
ミ

名
越
　
翼
（
第
47
期
卒
）

今
年
の
3
月
に
横
浜
商
科
大
学

を
卒
業
し
、
社
会
人
と
し
て
5
ヵ

月
ほ
ど
が
経
ち
ま
し
た
。

仕
事
や
新
天
地
で
の
生
活
に
も

徐
々
に
慣
れ
て
き
て
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

横
浜
商
科
大
学
在
学
中
は
、
学

内
外
に
自
分
自
身
が
活
躍
で
き
る

フ
ィ
ー
ル
ド
を
持
つ
た
め
、
ゼ
ミ

は
も
ち
ろ
ん
S
A
（
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
や
日
本

学
生
観
光
連
盟
な
ど
様
々
な
活
動

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に

た
く
さ
ん
の
事
も
学
ぶ
事
が
で
き
、

自
分
自
身
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

た
4
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
横
浜
商
科
大
学
在
学
中
の

4
年
間
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と
感

じ
る
も
の
が
2
つ
あ
り
ま
す
。
1

つ
目
は
仲
間
の
大
切
さ
で
す
。
私

は
高
校
卒
業
後
、
地
元
を
離
れ
横

浜
に
出
て
き
ま
し
た
。
周
り
に
は

同
郷
の
友
は
ひ
と
り
も
い
な
い
状

況
で
寂
し
い
学
生
生
活
を
送
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
に
気

さ
く
に
声
を
か
け
、
仲
良
く
し
て

く
れ
た
友
に
出
会
い
ま
し
た
。
大

学
で
は
共
に
勉
学
に
励
み
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
は
思
い
っ
き
り
楽
し

む
。
そ
ん
な
時
を
一
緒
に
過
ご
し

た
友
は
今
後
大
切
に
し
て
い
く
べ

き
仲
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、
勤
務
し
て
い
る
会
社
で

も
研
修
中
か
ら
常
に
言
わ
れ
て
い

る
の
は「
会
社
は
チ
ー
ム
で
、チ
ー

ム
と
し
て
仕
事
を
行
う
」
と
い
う

事
で
す
。
こ
れ
か
ら
は「
チ
ー
ム
」

で
し
っ
か
り
と
仕
事
が
で
き
る
よ

う
仲
間
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

2
つ
目
は
人
間
や
れ
ば
で
き
る

と
い
う
事
で
す
。

私
は
高
校
生
の
こ
ろ
ま
で
何
を

や
っ
て
も
で
き
な
い
こ
と
が
多
く

諦
め
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
し
か
し
、
商
大
で
は
そ
ん
な

私
を
認
め
て
く
れ
て
、
や
る
気
を

創
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
今
ま
で
は
出
来
な
か
っ

た
の
で
は
な
く
、
諦
め
て
逃
げ
て

い
た
だ
け
な
の
だ
と
気
づ
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
各
セ
メ

ス
タ
ー
後
の
試
験
や
卒
論
な
ど
高

校
時
代
ま
で
の
自
分
で
は
諦
め
て

逃
げ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
も
の

で
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
考
え

方
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
社
会

人
に
な
り
、
嫌
な
仕
事
や
難
し
い

仕
事
だ
か
ら
と
言
っ
て
諦
め
て
逃

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
与
え

ら
れ
た
仕
事
は
責
任
を
も
っ
て
遂

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
時
こ

そ
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
考
え
で

や
る
気
を
創
出
し
果
敢
に
挑
戦
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
年
間
横
浜
商
科
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、「
安
ん
じ
て

事
を
託
さ
る
る
人
と
な
れ
」
と
い

う
建
学
の
精
神
に
あ
る
よ
う
に

「
何
事
も
人
か
ら
事
を
託
さ
れ
る

人
、
頼
り
に
さ
れ
る
人
」
を
目
指

し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
今
回
私
に
こ
の
よ
う
な

機
会
を
設
け
て
頂
き
ま
し
た
同
窓

会
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
致
し
ま

す
。
今
後
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
温

か
み
の
あ
る
実
践
的
な
学
び
が
で

き
る
大
学
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
切

に
願
い
ま
す
。

経
営
情
報
学
科
　
高
橋
ゼ
ミ

秋
場
　
豊
一
（
第
47
期
卒
）

学
生
生
活
を
振
り
返
り
か
え
る

と
、
非
常
に
濃
密
で
有
意
義
な
時

間
で
し
た
。「
横
浜
で
遊
び
た
い
」

と
い
う
安
易
な
理
由
か
ら
入
学
し

ま
し
た
が
、
全
力
で
遊
び
な
が
ら

も
教
員
免
許
を
取
得
す
る
と
い
う

目
標
を
も
っ
て
、
学
生
生
活
を
過

ご
せ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
人
に
恵
ま

れ
た
4
年
間
で
し
た
。
一
緒
に
楽

し
め
る
友
人
、
何
で
も
語
り
合
え

る
仲
間
、
講
義
だ
け
で
は
な
く
一

緒
に
悩
み
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く

れ
る
教
職
員
の
方
々
す
べ
て
の
人

た
ち
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
学
ぶ
こ
と
は
勉
強
以
上

に
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
や
、

付
き
合
い
方
な
ど
、
社
会
に
出
て

行
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
、

ど
の
場
面
で
も
良
い
人
に
恵
ま

れ
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
就
職
活
動
の
際
に
は
、

教
育
実
習
の
苦
い
経
験
か
ら
教
師

に
な
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
た

私
で
す
が
周
り
で
話
を
聞
き
、
励

ま
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
支
え
も

あ
り
教
職
の
道
に
進
む
決
心
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
静
岡
県
浜
松
市
に
あ
る

私
立
高
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
ま

す
。
商
業
の
教
員
と
し
て
、
情
報

処
理
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
専

門
知
識
を
少
し
で
も
生
徒
に
わ
か

り
や
す
く
、
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
と
念
頭
に
お
い
て
、
熱
意

を
も
っ
て
授
業
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
授
業
や
生
徒
指
導

な
ど
な
か
な
か
上
手
く
い
か
ず
悩

み
、
落
ち
込
む
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

な
毎
日
で
す
が
横
浜
商
科
大
学
で

学
ん
だ
商
大
魂
を
胸
に
自
身
が
成

長
し
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
臨

め
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。外

は
暑
く
な
り
ま
す
が
同
窓
会

の
皆
様
の

ご
健
康
と

横
浜
商
科

大
学
の
発

展
を
お
祈

り
申
し
上

げ
ま
す
。
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《同窓会事務局より》
同窓会への連絡や質問は事務局へ！
月・火・木・金
午前10時〜午後4時30分まで
※事務局が移転しました。
3号館の取り壊しに伴い、
5号館・2階へ移転しました。
TEL・FAX　045-583-9031（変更なし）

〈
編
集
後
記
〉

空
の
上
に
物
騒
な
も
の
が
飛
び

交
う
こ
の
頃
、
世
界
中
の
人
々
が

対
立
を
克
服
し
、
人
と
社
会
と
自

然
が
共
生
で
き
る
真
に
豊
か
な
文

明
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
理
想

で
夢
物
語
な
の
で
し
ょ
う
か
。

せ
め
て
、商
大
魂
を
も
っ
た
我
々

同
窓
生
だ
け
は
、
新
し
い
時
代
を

創
造
し
よ
う
と
い
う
気
持
を
持
っ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

会
報
46
号
発
行
に
あ
た
り
多
く

の
皆
様
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

会
報
は
H
P
に
10
年
間
掲
載
さ
れ

ま
す
こ
と
を
ご
了
承
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

−

紀

−

横浜商科大学は更なる飛躍を目指しながら新しい教育環境の整備を進めています。文部科学省が
推進するアクティブラーニング（学生が主体的かつ能動的に学ぶスタイルの学習）を積極的に取り入れ、
学生同士がグループで楽しく学び合うための教室や什器を整備しています。

21世紀の横浜、そして日本を担う新しい人材を輩出していくために、横浜商科大学の教育環境の
整備・充実、奨学金の充実、さらにはスポーツ振興資金のために、皆様のご支援をお願いします。

募金はこちらから▶goo.gl/6ZSQXE
■お問い合わせ： 〒230-8577　横浜市鶴見区東寺尾4-11-1　横浜商科大学庶務課
 TEL 045-583-9056　　FAX 045-584-4850

教育研究充実のため寄付金のお願い

ステキな
女性スタッフが
2人（交替で）
在駐してます

❖“女性のつどい（仮称）”
母校50周年を過ぎ、そろそろ出番ではないでしょうか⁇
商大女性会員約2,000名の皆さま、“女性のつどい”として女性会を創ろうと思います。
いろいろなご意見をお願いします。
お問い合わせ：同窓会事務局　TEL045-583-9031　　中山紀子　TEL045-951-2255

横浜商科大学は、安心して任せられる人材を世の中に輩出しています。本学の発展に
尽くされたすべての人々にあらためて感謝申し上げます。

本学は、地域社会のニーズに応えて新しい時代の開拓に取り組む皆様にとって少しで
も役立つ存在になれることを使命に掲げ、今後とも教育・研究の更なる発展を目指してま
いりますので、なにとぞご支援を賜りますようお願い申し上げます。

1966年に横浜商科短期大学として産声を上げた本学は、昨年開学50周年を迎えました。こ
の半世紀の間、時代のニーズを反映させ、地域社会と密着し、地域からの要望や期待に応える
形で、人材育成と各種の事業を展開し、国際都市横浜の発展に貢献して参りました。また、一
貫して少人数教育にこだわり、学生一人ひとりの個性を伸ばす教育を続け、半世紀を経ても変わ
らぬ評価を頂いております。これもひとえに、本学をご支援頂いた方々のお陰と感謝申し上げます。

今後もこれらの方針を貫き、時代のニーズに裏付けされた事業展開と地域社会からの要望に
応え、ダイバーシティ社会で活躍できる有為な人材育成を行って参ります。横浜商科大学が行っ
ている「実効型ビジネス教育」を深くご理解いただき、ご協力を賜れば幸いに存じます。

横浜商科大学　学長　小林　雅人

学校法人横浜商科大学　理事長　大村　達彌
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第42回　定期総会・懇親会のご案内
日頃より、同窓会活動にご理解とご協力を賜わり心より感謝申し上げます。

本会も42回を迎え、会員数も21,000名弱となり、各方面で大活躍されています。
さて、平成28年度定期総会を標記の通り開催いたします。ご多用中とは存じ
ますが、是非ご出席いただき、会員の皆様のお力添えを母校と同窓会にお願い
しますようご案内申し上げます。

未来の母校商大の為に旧交を深めよう!

日　時：平成29年11月18日（土） 午後 4時より総　会
 午後 5時より懇親会

場　所：新横浜国際ホテル（南館）　TEL 045－473－1311
　　　　JR新横浜駅北口　徒歩 3分
　　　　市営地下鉄新横浜駅 7番出口　徒歩 1分

議　案：① 平成28年度事業報告・決算報告
　　　　② 平成29年度事業計画・予算案
　　　　③ その他

会　費：8,000円（ご夫婦同伴大歓迎）
～懇親会には、先生方・職員の方も多数出席予定です。～
本年度卒業の新会員は無料ご招待！
（平成29年 3 月・ 9月卒業生の方）

お問い合わせ：同窓会事務局　TEL・FAX　045－583－9031

第12回支部長会議は、当日同ホテルにて
午後 2時より開催いたします。


